
               

子どもたちのかかわり合う姿から ～With コロナから脱コロナへ～ 
                                       教頭 飯田 厚 

 ６月１２日（月）にプール開きが行われ、屋上のプールで

久しぶりの水泳学習が行われました。歓声をあげてシャワー

を浴びる子どもたちの姿を見て、ようやく日常が戻ってきた

という安堵感を覚えました。 

少し前のことになりますが、５月には運動会が盛大に行わ

れました。その中で一際目を引いたのは応援団の子どもたち

でした。４月に編成された応援団は、これまでの３年のブラ

ンクもあり、前年度の型を知らないまま、一つ一つ手作りで応援を作り上げていました。

４年生から６年生まで、一人一人が役割をもち、練習に取り組んだり、他の学年を動かし

たりする過程で子どもたちは、自己有用感をもちながら、成長していきました。本番前に

声が枯れて出なくなるのではないかと心配するほどでした。そして迎えた本番、子どもた

ちは実に生き生きと応援を楽しみながら半日を精一杯やり切り

ました。閉会式での、応援団長の姿も実に立派でした。「勝って

も 負けても 笑顔で終わろう」のスローガンの通り、子どもた

ちは優勝目指し全力で取り組むことと、全力を尽くして取り組ん

だ後に勝敗を受け入れる心を学ぶことができたと思います。後日

行われた応援団の解団式で、それぞ

れの応援団が輪になって一人一人仲間に対して語りかける場

面を見せてもらいました。自分の成長を語るだけでなく、「こ

のメンバーでよかった」「ありがとう」「○○さんのおかげで

がんばることができた」と、自分の成長を確かめたり、お互い

に感謝し合ったりする集団の姿は、「かかわり合い、認め合い、

高め合う」力が育った姿に見えました。 

 もう一つ、忘れられない活動があります。５年生の総合学習で行っていた車椅子体験で

す。車椅子に乗せてもらうと、まず感じるのは思い通りに動けない不安感です。また、背

が低くなることにより、高いものに手が届かなくなります。段差があれば、そこで万事休

す。回り道をしなければなりません。私が乗せてもらったときは、車椅子を押す係と先を

歩いて案内をする係の二人が優しく手助けをしてくれました。ゆっくりと車椅子を押す力

の入れ具合に子どもたちの優しさを感じていると、さらに「大丈夫ですか」「届きますか」

と案内の子どもが声を掛け、手助けをしてくれました。逆に

車椅子を押す係をさせてもらったときは、座っている子ども

の気持ちを考えながら、同じように押すことを心掛けまし

た。この活動を通して、子どもたちは、体の不自由な方の体

験だけでなく、他者への思いやりや、コミュニケーションの

大切さ、そしてお互いの立場を想像することの大切さを学ぶ

ことができたと思います。 

 下山小学校は「みんなが楽しい学校」を教育ビジョンの重点目標として掲げています。

コロナ禍が明け、学校は様々な活動を見直しながら教育活動を再開しています。子どもた

ちだけでなく、職員も保護者も、地域も、みんながかかわり合いの中で認め合い、高め合

いながら、「みんなが楽しい学校」をつくっていければと願っています。 
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「はじめてのうんどうかい」     １年３組  

 わたしは、はじめてのうんどうかいぜんぶがたのしかったです。

とくにたのしかったのは、５０めーとるそうです。１いをとるため

にいっしょうけんめいはしりました。けっかは１いになれなかった

けど、がんばれたのでよかったです。おうえんは、だいいちおうえ

んかをおおきなこえでうたいました。おうえんゆうしょうできてう

れしかったです。 

「がんばったうんどう会」         ２年２組 

わたしがうんどう会でがんばったことは、２つあります。１つ目

は、玉入れです。玉がぜんぶで７こ入りました。２つ目は、５０ｍ

走です。前を見てしっかり手をふって走ったら、２位になりました。

うれしかったです。うんどう会で、６年生の１００ｍ走がはやかっ

たので、おどろきました。らい年は、６年生みたいに走りたいです。 

「あきらめないで、がんばった！」    ３年３組 

 わたしが、一番心にのこっていることは、みんなできょう力で

きたことです。つなひきのれん習のときは、まけてしまいました。

そのあと、つなひきでかつ方ほうを考えました。本番では、さい

しょ、相手につなをひっぱられて、「しまった！」と思いました。

でも、そこであきらめないで、みんなでひっぱったら、かつこと

ができました。これからも、みんなであきらめないで、いろんな

ことにちょうせんしていきたいです。 

「力いっぱい走った８０メートル走」 ４年１組  

 わたしは、８０メートル走で１位を取ったことが一番の思い出で

す。最初は、とてもきんちょうしていましたが、前の日に家の人か

ら、「１位になれるようにがんばってね。」とおうえんしてもらっ

たことを思い出しました。わたしは、うでをたくさんふり、地面を

力いっぱいけって力いっぱい走りました。家族やみんなのおうえん

のおかげで、がんばることができてとてもうれしかったです。 

「チームでがんばったリレー」       ５年１組      

 私が運動会で一番がんばったことは、リレーです。理由は、チー

ムのみんなと協力してバトンをつなげることができたからです。た

くさんの人が応えんしている声が聞こえました。私は走っている時

に、とてもきんちょうしました。けれども、勝つためにいっしょう

けんめいがんばろうと思って走りました。練習の時よりもバトンが

上手につながりました。私たちのチームは１位を取ることができま

した。とてもうれしかったです。 

「やり切った運動会」       ６年 1 組  

 私は、応援団の仕事を一生懸命頑張りました。応援団では、

旗振りを担当しました。初めは簡単そうだと思っていましたが、

いざ練習してみると振りを大きくすることが難しく、何度も練

習を重ねました。腕がしびれて、筋肉痛になるくらい頑張りま

した。運動会当日は、見事応援賞をとることができて、本当に

嬉しかったです。自信をもって、「やり切った！」と言えます。

これからも学校行事に積極的に関わり、悔いのない小学校生活

にしたいです。 

令和５年度の運動会から
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運動会の様子から（5／22）

   

 


